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大
鷹
献
上（
半
田
家
文
書
）

　

半
田
家
文
書
は
富
山
藩
士
半
田
甚
左
衛
門

家（
半
田
家
分
家
）に
伝
蔵
さ
れ
た
史
料
群
で
、

末
孫
の
三
重
県
在
住
の
当
主
半
田
景
康
氏
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
平
成
七
年
八
月
付
で
、
当

館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
史
料
総
数
は

計
二
百
十
点
で
、
本
史
料
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　

半
田
家
の
元
祖
の
次
兵
衛
宛
松
平
伯
耆
守

康
定
の
書
状
で
、
内
容
は
、
子
息
の
八
右
衛

門
が
、
繋
い
で
い
た
大
鷹
を
黄
門
様
（
利
長
）

へ
献
上
し
た
が
、
多
数
の
鷹
が
い
る
の
で
筑

前
様（
利
常
）へ
譲
り
、
そ
の
旨
城
州
（
横
山

長
知
）
へ
も
申
し
入
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
鷹
を
献
上
し
た
八
右
衛
門
に
つ
い
て
、

加
賀
藩
初
期
の
侍
帳
で
は
（
馬
廻
組
）
二
百

五
十
石
・
越
中
と
あ
り
（
慶
長
十
七
〜
十
九
、

寛
永
四
年
）、『
富
山
藩
士
由
緒
書
』
に
、
瑞

龍
院
様
（
利
長
）
の
慶
長
十
七
年
（
一
六
一

二
）
四
月
十
五
日
、
亡
父
の
遺
知
の
内
二
百

五
拾
石
を
下
さ
れ
置
き
、
御
馬
廻
組
に
仰
せ

付
け
ら
れ
、
…
…
龍
光
院
様
（
利
次
）
富
山

へ
御
入
城
の 
砌 
、
お
供
仕
り 
罷 
り
越
し
、
承

み
ぎ
り 

ま
か

応
三
年（
一
六
五
四
）病
死
と
見
え
て
い
ま
す
。

　

本
書
状
は
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
前
田
利

長
が
利
常
に
譲
っ
て
隠
居
し
た
慶
長
十
年
代
、

八
右
衛
門
が
父
の
遺
知
を
分
与
さ
れ
る
慶
長

十
七
年
以
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
大
鷹
献
上
に
関
す
る
書
状
は
、
当
館

の
今
年
度
秋
の
特
別
企
画
展
「
越
中
の
鷹
狩

り
」
に
展
示
の
予
定
で
す
。（　

㎝
×　

㎝
）

３６

５２

「利長へ献上の大鷹を利常に渡すにつき書状」（半田家文書）
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前
号
の
新
年
の
挨
拶
で
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。「
近
年
は
中
越

地
震
や
能
登
沖
地
震
な
ど
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
お
り
、
文
化
財
の
確
実
な
管

理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我
々
の
存
在

証
明
と
な
る
記
録
資
料
の
保
存
に
関
し

て
、
入
念
な
検
討
を
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
。

　

そ
の
後
五
月
に
入
っ
て
、
大
き
な
災

害
が
ア
ジ
ア
を
襲
い
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
と
中
国
の
四

川
大
地
震
が
そ
れ
で
す
。
こ
と
に
、
中

国
の
四
川
大
地
震
に
つ
い
て
は
、
地
震

の
規
模
が
Ｍ
七
・
八
か
ら
Ｍ
八
に
改
訂

さ
れ
、
そ
の
凄
惨
な
様
子
は
連
日
の
よ

う
に
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
地
震
国
日
本

と
し
て
も
、
こ
れ
を
対
岸
の
火
事
と
ば

か
り
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
を
う
け
て
、
政
府
の

中
央
防
災
会
議
「
東
南
海
、
南
海
地
震

等
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」
が
十
四
日

災
害
想
定
を
公
表
し
、
そ
れ
を
う
け
て
、

専
門
委
員
会
は
今
年
度
中
の
、
被
害
軽

減
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
地
震
対
策

大
綱
」
を
策
定
す
る
と
い
い
ま
す
。
さ

ら
に
十
六
日
に
は
、
政
府
の
地
震
調
査

委
員
会
は
二
〇
〇
二
年
に
ま
と
め
た
日

本
の
主
要
活
断
層
に
対
す
る
長
期
評
価

を
一
部
改
訂
、
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
当
公
文
書
館
付
近
を
走
る
呉
羽
山

活
断
層
に
つ
い
て
、
今
後
三
十
年
間
に

Ｍ
七
・
二
（
阪
神
大
震
災
規
模
）
の
地

震
が
起
き
る
確
率
を
最
大
〇
・
六
〜
一

％
の
「
や
や
可
能
性
が
高
い
」
か
ら
、

一
〜
五
％
の
「
可
能
性
が
高
い
」
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
、
公
文
書
館
の
役
割

と
機
能
を
考
え
ま
す
と
、
史
資
料
の
保

存
と
活
用
に
そ
の
根
幹
が
あ
り
ま
す
が
、

地
震
大
国
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
と
も
す

る
と
平
静
時
に
お
け
る
保
存
と
利
用
に

意
が
用
い
ら
れ
が
ち
だ
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
公
文
書
館
が
基
本
的
に
文

書
・
史
資
料
の
保
存
を
目
的
と
し
て
い

る
限
り
、
所
属
史
資
料
に
関
す
る
防
災

対
策
は
、
そ
の
重
要
項
目
に
あ
げ
ら
れ

る
べ
き
と
い
え
ま
す
。
こ
の
ア
ジ
ア
に

お
け
る
大
災
害
を
機
に
、
そ
の
こ
と
を

真
剣
に
、
よ
り
具
体
的
に
考
え
て
い
く

必
要
性
を
再
度
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

当
館
の
昨
年
度
特
別
企
画
展
に
基
づ

く
「
と
や
ま
二
都
物
語
―
近
代
富
山
の

都
市
形
成
と
発
展
―
」
が
、
富
山
県
立

富
山
高
等
学
校
に
お
い
て
六
月
三
日

（
火
）
か
ら
七
月
十
五
日
（
火
）
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
は
、
郷
土
富
山
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
理
解
を
深
め
る
目
的
で
昨

年
度
に
引
き
続
き
富
山
高
校
百
周
年
記

念
館
が
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
記
念

館
企
画
展
担
当
の
方
が
、
当
館
職
員
と

展
示
パ
ネ
ル
や
史
資
料
の
借
用
・
撮
影

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
実
現
に
至
り

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
百
周
年
記
念
館
は
、

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
創
校
百

周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
施

設
で
、
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
陳
列
ケ
ー

ス
に
は
鉄
道
の
発
達
と
関
連
さ
せ
た
富

山
・
高
岡
両
市
の
都
市
形
成
に
関
す
る

史
資
料
（
当
館
所
蔵
）
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
壁
面
に
は
展
示
パ
ネ
ル
が
掲
げ

ら
れ
、
半
年
ぶ
り
に
「
と
や
ま
二
都
物

語
」
の
展
示
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
三
日
（
月
）
に
は
当
館
主

任
森
俊
に
よ
る
フ
ロ
ア
・
レ
ク
チ
ュ
ア

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
学
期
末
考
査

が
近
い
時
期
で
し
た
が
、
高
校
生
・
教

職
員
の
方
々
が
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
な
ど
の
施
設
に
お
け
る
「
出
前

展
示
」
の
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
可
能

な
限
り
協
力
い
た
し
ま
す
の
で
当
館
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
展
示
が
本
館
企
画
展
参
観
へ
の
呼

び
水
に
な
れ
ば
と
も
考
え
ま
す
。

富山高校百周年記念館における展示
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富
山
県
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会総

会
開
催　
　

平
成
二
十
年
度

　

去
る
五
月
二
十
九
日
（
木
）
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
、
富
山
県
歴
史
資
料
保

存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会（
富
史
料
協
）

の
総
会
と
講
演
会
が
、
当
館
で
開
催
さ

れ
、
総
会
に
は
、
四
十
五
機
関
会
員
の

う
ち
、
二
十
九
機
関
三
十
八
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
長
で
あ
る
藤
平
幹
夫
当
館

館
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
引
き
続
き
藤

平
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
移

り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
、
平
成
二
十
年
度

の
事
業
案
及
び
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
研
修
回
数
が
二
回
に
変

更
さ
れ
、
県
外
施
設
見
学
が
三
年
に
一

度
の
実
施
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

今
年
度
の
研
修
内
容
な
ど
今
後
の
事
業

運
営
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
研
修
会
は
行
政
文
書
・
歴
史

資
料
の
両
実
務
担
当
者
研
修
と
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
が
役
員
改
選
の
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
第
五
期
（
平
成
二

十
一
・
二
十
二
年
度
）
役
員
に
つ
い
て
、

平
成
十
八
年
度
に
定
め
ら
れ
た
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
確
認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

富
史
料
協
は
設
立
か
ら
八
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
昨
年
の
能
登
沖
地
震
や
今

年
の
四
川
大
地
震
な
ど
各
地
で
自
然
災

害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
地
域
史
資
料
の

現
地
保
存
に
は
、
一
層
の
努
力
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
会
員
間
の
情

報
交
換
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

富史料協総会

文
化
財
と
歴
史
資
料
の
今
後
に
つ
い
て

富
山
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
・
文
化
財
室
主
幹　

松　

島　

吉　

信

「
富
史
料
協
」
総
会
講
演
会

　

総
会
の
講
演
会
は
富
山
県
文
化
財
室

主
幹
の
松
島
吉
信
氏
を
お
迎
え
し
、
富

山
県
の
文
化
財
と
保
護
と
い
う
観
点
か

ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
我
が
国
の
文
化
財
保
護
の
歴

史
を
文
化
財
保
護
法
の
変
遷
を
通
じ
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
富
山
県
の

国
宝
は
瑞
龍
寺
の
一
件
の
み
で
す
が
、

全
国
各
地
で
戦
前
の
国
宝
を
そ
の
ま
ま

案
内
の
看
板
な
ど
に
掲
げ
て
あ
る
こ
と

を
よ
く
見
か
け
る
な
ど
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
里
山
な
ど
文
化
的
景

観
と
い
う
視
点
か
ら
も
指
定
が
さ
れ
、

ま
た
宿
場
町
・
城
下
町
な
ど
と
い
っ
た

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
指

定
も
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
ま
さ
に
富

山
県
で
は
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
高
岡
市

と
立
山
・
黒
部
が
世
界
遺
産
の
登
録
に

向
け
て
運
動
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
も
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歴
史
的
資
料
の
文
化
財
指
定
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
か
、
ま
た

そ
の
保
護
の
事
例
に
つ
い
て
、
南
砺
市

が
最
近
行
わ
れ
た
善
徳
寺
の
資
料
調
査

と
石
黒
信
由
関
係
資
料
の
修
復
事
業
に

つ
い
て
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
指

定
に
つ
い
て
は
、
南
砺
市
が
行
わ
れ
た

専
門
員
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
調
査
に

よ
る
目
録
作
成
と
い
っ
た
基
礎
的
デ
ー

タ
を
整
え
る
こ
と
が
ま
ず
は
大
事
で
あ

り
、
一
点
一
点
が
大
し
た
資
料
で
な
く

と
も
全
体
と
し
て
重
要
な
歴
史
的
価
値

が
認
め
ら
れ
る
か
が
大
事
で
あ
る
と
い

う
お
話
で
し
た
。
修
復
事
業
に
関
し
て

は
事
前
の
細
か
な
ル
ー
ル
作
り
が
大
事

で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
や
県
か
ら
の

助
成
が
さ
れ
る
と
い
う
事
で
し
た
。

　

具
体
的
な
お
話
で
、
会
員
の
参
考
に

な
る
こ
と
の
多
い
講
演
で
し
た
。

松島吉信氏
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多
彩
な
講
師
陣
を
お
招
き
し
、
富
山
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座
と
し
て
好
評
を
博

し
て
き
た
歴
史
講
座
は
、
今
年
で
二
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

三
月
の
声
を
聞
く
こ
ろ
か
ら
「
歴
史

講
座
受
講
者
募
集
の
受
付
は
ま
だ
？
」

と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
四
月

初
め
の
受
付
開
始
と
と
も
に
、
申
し
込

み
が
次
々
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
結
局
、

今
年
も
早
々
に
募
集
定
員
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

五
月
八
日
（
木
）
の
第
一
回
は
開
講

式
の
後
、
前
富
山
県
文
化
財
保
護
審
議

会
会
長
の
佐
伯
安
一
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
近
世
砺
波
平
野
の
開
発
と
散
村
の
展

開
」
と
題
し
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

民
俗
学
者
と
し
て
名
高
い
佐
伯
氏
は
、

様
々
な
自
治
体
史
の
調
査
・
執
筆
に
携

わ
ら
れ
た
蓄
積
を
も
と
に
、
歴
史
地
理

学
的
研
究
の
成
果
を
惜
し
み
な
く
ご
教

示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
氏
は
一
向
一
揆

で
培
わ
れ
た
力
が
、
庄
川
の
東
遷
に
よ

り
展
開
さ
れ
た
近
世
の
開
発
に
寄
与
し

た
と
述
べ
ら
れ
、
開
発
の
軌
跡
と
散
村

の
展
開
が
重
な
る
こ
と
を
、
史
料
に
基

づ
く
緻
密
な
検
証
に
よ
り
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

景
観
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
な
散
村

で
す
が
、
そ
の
本
質
は
住
居
の
周
囲
に

経
営
対
象
と
な
る
耕
地
を
持
つ
こ
と
で
、

散
村
の
実
態
を
つ
か
む
に
は
経
営
単
位

で
あ
る
農
家
の
形
態
・
規
模
、
そ
の

変
遷
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
の

ご
指
摘
に
、
受
講
者
は
何
度
も
う
な

ず
き
な
が
ら
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

第
二
回
は
五
月
二
十
二
日
（
木
）、

富
山
大
学
人
文
学
部
教
授
の
黒
崎
直

氏
を
講
師
に
、「
考
古
学
か
ら
み
た
立

山
信
仰
―
紀
伊
山
地
と
比
較
し
て

佐伯安一氏（第１回）

―
」
と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
黒
崎
氏
は
、
北
陸
に
あ
る
「
立
山
」

や
「
白
山
」
と
、
世
界
遺
産
登
録
で
話

題
と
な
っ
た
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
」
に
含
ま
れ
る
霊
山
・
霊
場
と
の

平
地
か
ら
の
眺
望
の
違
い
を
起
点
に
、

両
地
域
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

山
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
信
仰
の
場
と
な
っ
て

い
た
こ
と
を
証
明
す
る
宗
教
遺
物
の
時

代
比
定
に
よ
り
、
各
々
の
霊
山
へ
の
信

仰
が
形
成
さ
れ
た
経
過
や
、
山
岳
信
仰

の
場
と
し
て
の
特
徴
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豊
富
な
写
真
画

像
を
示
し
て
の
お
話
に
、
身
を
乗
り
出

す
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
る
受
講
者
の
お

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

六
月
五
日
（
木
）
の
第
三
回
は
、
当

館
の
寺
崎
美
希
子
史
料
調
査
員
が
講
師

と
な
り
、「
越
中
の
旅
人
た
ち
―
近
世
県

内
史
料
を
中
心
に
探
る
旅
の
様
相
―
」

と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
地
図
や
年
表
、
史
料
の

写
真
画
像
を
駆
使
し
、
と
き
に
現
在
と

の
対
比
を
交
え
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
近
世
庶
民
の
旅
行
に
か
か
る

費
用
や
日
数
、
必
要
な
手
続
き
に
つ
い

て
の
県
内
史
料
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
、

越
中
を
舞
台
に
し
た
旅
の
様
子
が
浮
き

彫
り
に
な
り
、
受
講
者
に
と
っ
て
も
過

去
の
旅
人
た
ち
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
後
の
第
四
回
は
、
六
月
十
九
日

（
木
）
に
職
藝
学
院
の
上
野
幸
夫
教
授

を
講
師
に
、「
よ
み
が
え
る
千
歳
御
殿
―

異
例
の
遊
び
空
間
―
」、第
五
回
は
七
月

三
日
（
木
）
に
樽
谷
雅
好
氏
に
よ
る

「
悪
王
子
考
―
平
安
京
か
ら
の
使
者

―
」
と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

黒崎直氏（第２回）

寺崎美希子氏（第３回）
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四
月
一
日
付
け
で
、
教
職
現
場
か
ら

当
公
文
書
館
の
資
料
課
長
に
着
任
し
て
、

ぱ
た
ぱ
た
と
時
が
過
ぎ
ま
し
た
。
異
動

が
決
ま
り
引
き
継
ぎ
を
行
っ
た
段
階
で

は
、
聞
い
た
だ
け
で
は
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
公
文
書
館
に
知
り
合

い
も
い
ま
し
た
し
、
利
用
も
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
あ
何
と
か

な
る
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
や

は
り
外
か
ら
見
る
の
と
は
大
違
い
で
、

思
い
も
し
な
い
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
待

ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。
歴
史
講
座
の

開
催
、
富
山
県
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
（
富
史
料
協
）
事
務
局

と
し
て
会
計
監
査
・
理
事
会
・
総
会
、

越
中
史
壇
会
事
務
局
、
歴
史
文
書
目
録

の
作
成
、
県
庁
か
ら
の
文
書
受
け
入
れ

等
々
。
ど
の
仕
事
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

充
分
理
解
が
及
ば
な
い
形
で
何
と
か
や

り
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
さ
ら
に
は
随
時
古
文
書
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
、
古
文
書
一
一
〇
番
が
は
い
っ
て

き
て
ど
ぎ
ま
ぎ
し
ま
す
。
一
日
も
早
く

公
文
書
館
に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

�
��
�
�

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
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挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨挨
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新
任
資
料
課
長
挨
拶

新
任
資
料
課
長
挨
拶

新
任
資
料
課
長
挨
拶

　

平
成
二
十
年
度
第
一
回
古
文
書
調
査

員
会
議
が
六
月
二
十
四
日
（
火
）
に
当

館
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
古
文
書
調
査

員
の
先
生
方
に
は
古
文
書
の
情
報
収
集

や
所
在
調
査
、
利
用
・
保
存
指
導
等
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
引
き
続
き
在
任
し
て
い
た
だ
く
十
名

の
先
生
方
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
鈴
木
瑞
麿
氏
と
朝
日
淳
氏
に
調
査

員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
一
回
会
議
で
は
、
ま
ず
当
館
か
ら

今
年
度
の
古
文
書
実
態
調
査
の
現
況
を

報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
日
町
横
尾

の
伊
東
家
文
書
の
現
地
調
査
結
果
と
同

文
書
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
地
区
の
古
文
書
の
状
況
に

つ
い
て
各
調
査
員
か
ら
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
新
川
地
区
の
清
原
調
査
員
は
松

林
寺
所
蔵
文
書
、
永
井
調
査
員
は
浄
永

寺
所
蔵
の
顕
如
上
人
真
影
と
裏
書
、
安

田
調
査
員
は
故
石
原
与
作
氏
所
蔵
文
書

と
立
山
町
寺
田
極
楽
寺
村
林
氏
文
書
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
富
山
地
区

の
土
井
調
査
員
は
上
市
町
石
仏
村
岩
城

家
の
現
状
等
、
平
井
調
査
員
は
大
沢
野

町
消
防
団
活
動
記
録
、
酒
井
調
査
員
は

某
家
襖
下
張
り
文
書
の
整
理
状
況
に
つ

い
て
情
報
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
高
岡
地

区
の
高
嶋
調
査
員
は
折
橋
家
文
書
等
の

古
文
書
整
理
の
近
況
、
鈴
木
調
査
員
は

氷
見
市
史
編
さ
ん
室
収
集
資
料
の
保
存

利
用
状
況
、
仁
ヶ
竹
調
査
員
は
高
岡
市

立
博
物
館
の
古
文
書
整
理
状
況
等
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
砺
波
地
区
の
尾
田
調

査
員
は
千
光
寺
書
籍
調
査
の
近
況
、
朝

日
調
査
員
は
前
任
の
斎
藤
調
査
員
か
ら

の
引
継
ぎ
の
様
子
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
旧
家
の
古
い

襖
の
下
張
り
に
貴
重
な
古
文
書
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
話
題
に
の
ぼ
り
、
廃

清　原　為　芳
新川
地区

永　井　宗　聖
安　田　良　栄
酒　井　初　江

富山
地区

土　井　　　修
平　井　一　雄
高　嶋　幸　子

高岡
地区

鈴　木　瑞　麿
仁ヶ竹　亮　介
尾　田　武　雄

砺波
地区

朝　日　　　淳
牧　野　　　潤

調査員名簿（敬称略・五十音順）

棄
さ
れ
が
ち
な
古
い
襖
も
貴
重
な
資
料

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
互
い
に
密
に
情
報
交
換

し
、
所
蔵
者
の
ご
意
向
を
尊
重
す
る
姿

勢
を
も
っ
て
古
文
書
の
保
存
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
文
書
に
つ
い
て
の
相
談
や
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
各
調
査
員
や
当
館
に

お
気
軽
に
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
年
度
第
一
回

平
成
二
十
年
度
第
一
回　
　
　
　

古

　
　
　
　
　

古
文
書
調
査
員
会
議

文
書
調
査
員
会
議
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資
料
整
理
室
よ
り

明
治
天
皇
の
巡
幸
と
行
在
所

伊
東
家
文
書
「
行
在
所
新
築
一
巻
」
よ
り

行在所新築に掛った様々な材料費覚

柿崎行在所へ給使加入につき依頼状

　

今
年
六
月
に
寄
贈
さ
れ
た
ば
か
り
の

伊
東
家
文
書
か
ら
、
明
治
十
一
年
（
一

八
七
八
）
の
明
治
天
皇
の
北
陸
・
東
海

巡
幸
の
時
に
行
在
所
に
選
ば
れ
た
伊
東

家
の
新
築
準
備
に
関
す
る
史
料
を
紹
介

し
ま
す
。
当
家
は
江
戸
時
代
に
歴
代
十

村
を
務
め
た
家
柄
で
す
。

　

天
皇
の
行
幸
時
の
仮
住
居
で
あ
る
行

在
所
や
小
休
所
は
各
地
の
民
家
や
学
校
、

寺
社
な
ど
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
最
も
多
い
の
が
旧
家
や
富
裕
層

の
民
家
で
し
た
。
富
山
県
で
も
そ
の
多

く
が
江
戸
時
代
か
ら
続
く
十
村
や
豪
農

層
の
家
が
選
ば
れ
て
お
り
、
伊
東
家
は

巡
幸
一
行
が
九
月
二
十
八
日
に
越
中
へ

入
国
し
て
最
初
の
行
在
所
で
し
た
。

　

明
治
天
皇
の
巡
幸
は
明
治
五
年
か
ら

十
八
年
ま
で
六
回
行
わ
れ
て
お
り
、
北

陸
・
東
海
は
三
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
年
の
巡
幸
は
大
久
保
利
通
暗
殺
、

近
衛
砲
兵
隊
の
反
乱
の
直
後
と
い
う
不

穏
な
情
勢
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
大
久
保
を
暗
殺
し
た
の
が
石
川
県
士

族
で
あ
っ
た
た
め
に
、
約
四
百
人
も
の

警
察
官
が
随
行
し
、
右
大
臣
岩
倉
具
視
、

筆
頭
参
議
大
隈
重
信
な
ど
供
奉
官
と
そ

檜
材
や
書
院
造
作
の
た
め
の
木
材
な
ど

を
買
い
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
大
量
の

飛
州
木
材
は
内
国
通
運
会
社
の
船
津
、

高
山
分
社
を
通
し
て
富
山
三
番
町
の
氷

見
伝
蔵
の
元
へ
運
ば
れ
、
東
岩
瀬
か
ら

魚
津
の
加
藤
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
た
く
さ
ん
の
建
築
資

材
や
室
内
装
飾
用
材
、
調
度
品
な
ど
を

各
地
か
ら
取
り
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
以
下
に
主
な
物
品
の
入
手

先
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

備
後
畳
表
…
越
後
国
糸
魚
川

　

畳
…
富
山
旅
籠
町
畳
屋
職
玉
川
又
作

　

金
箔
…
金
沢
徒
町
森
岡
吉
次

　

欄
間
…
井
波
上
新
町
番
匠
田
村
守
貞

　

銅
燭
台
…
高
岡
小
馬
出
町
金
森
七
郎

　

障
子
・
雨
戸
…
富
山
町
津
山
良
太
郎

　

斫
石
…
市
振
の
高
橋
幾
松（
積
送
り
人
）

　

床
の
間
飾
り
物
…
城
端
善
徳
寺

　

そ
の
他
、
羅
紗
洋
服
、
極
上
靴
や
泊

駅
近
辺
に
設
置
す
る
ガ
ス
灯
な
ど
を
注

文
し
て
お
り
、
巡
幸
に
よ
る
欧
風
化
の

地
方
へ
の
影
響
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
物
品
を
容
易

に
入
手
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
度

も
仲
買
人
を
通
じ
て
催
促
し
た
り
、
新

築
工
事
の
遅
れ
や
嵩
む
経
費
を
案
じ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
接
待
の
仕
方
に
つ
い
て
も
、

先
に
宿
泊
さ
れ
る
新
潟
県
の
高
田
行
在

所
の
様
子
を
窺
っ
た
り
、
柿
崎
行
在
所

へ
伊
東
家
縁
者
を
給
仕
と
し
て
直
接
送

り
込
み
た
い
と
依
頼
し
て
い
ま
す
。
建

物
だ
け
で
は
な
く
料
理
や
作
法
な
ど
に

も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
お
そ
ら
く
心

労
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
九
月
十
五
日
に
行
在
所
落

成
、
二
十
日
に
御
成
御
門
が
出
来
上
が

り
、
二
十
八
日
の
天
皇
御
泊
の
務
め
を

無
事
果
た
し
ま
し
た
。

　

後
に
明
治
天
皇
聖
蹟
保
存
運
動
の
中

で
、
当
家
の
行
在
所
も
昭
和
八
年
（
一

九
三
三
）
に
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
戦
後
に
解
除
と
な
り
ま
す
。
現
在

は
、
遺
構
自
体
の
価
値
か
ら
見
直
そ
う

と
い
う
動
き
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
当
家
文
書
の
全
体
に
つ
い
て
は
、

今
後
整
理
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

の
従
者
を
含
め
総
勢
八
百
人
と
い
う
異

例
の
大
行
列
で
し
た
（
他
の
巡
幸
は
百

か
ら
三
百
人
程
）。

　

巡
幸
の
目
的
は
「
人
民
の
疾
苦
を
問

う
」
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
政
府
は
人
々

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
行
在
所
や

道
路
な
ど
の
修
築
費
用
を
最
小
限
に
抑

え
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ

け
の
大
行
列
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、

県
や
各
町
村
な
ど
に
お
い
て
も
多
大
の

人
手
と
経
費
を
要
し
ま
し
た
。

　

行
在
所
や
小
休
所
と
な
る
民
家
の
修

築
準
備
も
大
変
な
も
の
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
伊
東
家
で
は
新
築
す
る
こ
と
を
早

く
か
ら
決
め
て
い
た
よ
う
で
、
十
一
年

三
月
に
魚
津
町
の
大
工
加
藤
忠
平
に
相

談
し
て
四
月
に
は
飛
ł
高
山
の
材
木
問

屋
扇
木
勘
兵
衛
か
ら
行
在
所
造
営
用
の
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仏
壇
か
ら 
髷 
を
結
っ
た
着
物

ま
げ

姿
の
五
代
前
の
先
祖
栄
吉
の
ガ

ラ
ス
写
真
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
い
つ
頃
撮
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ

う
か
？
（
富
山
市
桃
井
町
在
住
男
性
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー

私 
と 
公 
文 
書 
館 

元
県
史
編
纂
室
職
員　

久　

保　

尚　

文

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
で
あ
る
こ
と

等
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
撮
影
年
代
は

早
く
見
積
も
っ
て
も
一
八
七
〇
年
代
初

頭
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
未
だ
江
戸
の
余

香
漂
う
頃
で
す
。
あ
る
い
は
断
髪
記
念

の
写
真
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
椅
子
に
腰

掛
け
、
植
木
鉢
を
置
い
た
花
台
に
左
手

を
添
え
る
姿
態
は
、
写
真
屋
に
よ
り
演

出
さ
れ
た
ポ
ー
ズ
で
し
ょ
う
。
右
手
に

持
っ
た
煙
草
入
れ
も
な
か
な
か
粋
で
す
。

ち
な
み
に
富
山
市
最
古
の
写
真
館
は
明

治
十
七
〜
十
八
年
富
山
市
総
曲
輪
に
創

業
の
立
花
写
真
館
で
（
大
塚
武
雄
『
富

山
の
写
真
館
繁
昌
記
』）、
こ
の
写
真
撮

影
年
代
よ
り
は
時
代
が
下
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
戦
災
を
く
ぐ
り
抜
け
現

在
ま
で
残
っ
た
貴
重
か
つ
珍
し
い
資
料

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ご
質
問
の
写
真
は
、
そ
の
形

態
か
ら
見
て
湿
板
ガ
ラ
ス
写
真

で
す
。
こ
れ
は
、
ガ
ラ
ス
板
に

コ
ロ
ジ
オ
ン
溶
液
（
乳
剤
）、
硝
酸
銀

溶
液
（
感
光
剤
）
を
塗
布
し
湿
っ
た
状

態
で
撮
影
す
る
写
真
で
、
わ
が
国
で
は

安
政
年
間
（
一
八
五
四
〜
六
〇
）、
開

港
場
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
（
小

沢
健
志
『
幕
末　

写
真
の
時
代
』）。
こ

の
技
法
の
導

入
時
期
や
、

藩
主
や
藩
士

が
被
写
体
と

な
っ
て
い
る

の
が
一
八
六

〇
年
代
に
多

い
こ
と
、
被

写
体
が
髷
姿

で
あ
る
こ
と
、

断
髪
脱
刀
勝

手
令
発
布
が

　

大
卒
時
に
県
史
中
世
担
当
嘱
託
、
翌

年
教
職
よ
り
出
向
と
な
っ
た
。
元
編
纂

準
備
室
長
木
倉
豊
信
氏
ご
逝
去
直
後
で
、

生
涯
を
か
け
た
収
集
史
料
集
「
中
越
史

料
カ
ー
ド
」
も
閉
ざ
さ
れ
た
ご
自
宅
に

残
り
、
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
編
纂
事

業
自
体
が
木
倉
氏
依
存
で
あ
っ
た
。

　

編
纂
室
に
は
古
代
用
『
国
史
大
系
』

新
版
が
あ
っ
た
が
、
中
世
関
係
は
ゼ
ロ
。

『
加
賀
藩
史
料
』
も
な
く
、
予
算
も
な

か
っ
た
。『
中
越
史
料
総
覧
稿
』
に
戻
っ

て
『
大
日
本
史
料
』
以
下
を
め
く
る
作

業
か
ら
始
め
、
既
刊
自
治
体
史
の
引
用

史
料
を
抜
書
き
し
、
闇
雲
に
筆
写
し
た
。

コ
ピ
ー
機
は
編
纂
室
に
な
く
、
県
立
図

書
館
機
利
用
も
単
価
高
で
、
予
算
上
、

利
用
枚
数
は
限
ら
れ
た
。
当
時
は
同
館

未
収
蔵
資
料
も
多
く
、
大
学
か
ら
も
借

り
た
が
、
古
書
店
よ
り
購
入
し
て
で
も

採
録
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

途
中
木
倉
カ
ー
ド
の
薄
手
印
画
紙
焼

付
の
Ｃ
Ｈ
写
真
を
入
手
し
、
幾
種
類
か

の
活
字
本
と
の
照
合
に
帰
宅
後
も
追
わ

れ
た
。
自
治
体
史
記
載
で
編
纂
室
未
採

集
の
在
地
文
書
な
ど
は
備
品
ペ
ン
タ
ッ

ク
ス
（
後
に
ニ
コ
ン
）
と
ラ
イ
ト
ス
タ

ン
ド
を
自
家
用
空
冷
軽
四
に
積
ん
で
撮

影
に
出
か
け
た
。

　

『
大
山
町
史
』
掲
載
の
旧
太
田
保
国

人
の
子
孫
上
野
竹
雄
蔵
文
書
を
見
た
か

っ
た
。
編
纂
者
Ｉ
先
生
よ
り
八
尾
所
在

と
教
え
ら
れ
た
が
、
役
場
で
戦
後
Ｙ
市

転
住
後
消
息
不
明
と
告
げ
ら
れ
、
探
索

不
能
。
だ
が
三
〇
年
後
に
、
元
県
広
報

係
で
旧
知
の
赤
羽
一
男
氏
よ
り
文
書
の

親
族
宅
伝
存
を
教
え
ら
れ
た
。

　

館
員
と
同
道
し
て
所
蔵
者
宅
で
拝
見
。

旧
知
の
二
点
以
外
に
、
思
い
が
け
ず
未

紹
介
天
正
六
年
文
書
軸
を
所
持
し
て
お

ら
れ
た
。
戦
国
期
以
前
の
在
地
文
書
は

き
わ
め
て
乏
し
い
が
、
新
出
文
書
は
上

杉
謙
信
没
後
に
早
速
進
出
し
て
き
た
織

田
信
長
方
と
太
田
保
国
人
の
交
渉
を
伝

え
て
い
た
。
ま
た
同
家
が
我
が
宅
地
の

旧
地
主
家
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
Ｊ
寺

の
檀
那
と
知
っ
て
驚
い
た
。

　

上
野
文
書
お
よ
び
立
花
京
子
氏
と
と

も
に
橋
渡
し
さ
せ
て
も
ら
っ
た
木
倉
文

書
は
公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

残
存
点
数
の
乏
し
い
越
中
中
世
資
料
の

新
出
を
今
も
夢
見
て
い
る
。
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利
　
用
　
案
　
内 

利
　
用
　
案
　
内 

開
館
時
間

月
曜
〜
金
曜　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

休 
館 
日

土
曜
日
、日
曜
日
、国
民
の
祝
日
・
休
日

年
末
・
年
始
（　

／　

〜
１
／
４
）

１２

２８

公
文
書
館
だ
よ
り　

第
四
十
三
号

平
成
二
十
年
七
月
七
日
発
行

　
　

編
集
・
発
行

　
　

富
山
県
公
文
書
館

　
　

〒
九
三
〇
―
〇
一
一
五

　
　

富
山
市
茶
屋
町
三
三
―
二

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
―
四
三
四
―
四
〇
五
〇

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
六
―
四
三
四
―
四
〇
九
三

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.toyam
a.jp/branches/1
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古
文
書
の
情
報
を 

　
　
　
　
　
求
め
て
い
ま
す 

古
文
書
の
情
報
を 

　
　
　
　
　
求
め
て
い
ま
す 

　

書
庫
や
蔵
の
片
す
み
で
、
人
知
れ
ず

ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
眠

っ
て
い
る
古
文
書
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

公
文
書
館
で
は
、
現
在
は
あ
ま
り
か
え

り
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
古
い
資
料
で

あ
っ
て
も
、
人
々
の
活
動
を
代
弁
す
る

記
録
、
人
々
の
記
憶
が
集
積
さ
れ
た
貴

重
な
財
産
と
し
て
、
将
来
に
残
し
て
い

く
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

古
い
資
料
の
保
管
に
関
す
る
相
談
、
資

料
の
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
、
お

気
軽
に
公
文
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
特
別
企
画
展
は
、
近
世
越
中

の
鷹
狩
り
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
熊
・

猿
の
人
里
へ
の
出
没
や
人
身
被
害
の
頻
発
、

「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
な

ど
、
近
来
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
と
み
に

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
展
示
で
は
藩
政
期

の
藩
主
の
鷹
狩
り
を
、
そ
の
職
制
・
狩
り

場
保
全
・
農
民
と
の
関
わ
り
等
の
面
か
ら

館
蔵
資
料
を
中
心
に
展
示
し
、
人
と
自
然

と
の
あ
る
べ
き
関
係
を
考
え
る
一
助
と
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
多
く
の
方
々
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
開
催
期
間九

月
二
十
六
日
〜
十
一
月
三
日
）

特
別
企
画
展
の
お
知
ら
せ

4 5 6 7 8 9 10 11 12月 

催事 

※特別企画展中は土・日・祝日も展示室を公開します。 

歴史講座 

展　示 

古文書教室 
初級コース 

特別企画展 
記念講演 

古文書教室 
入門コース 

■公文書館催し物案内 

6/ 5 
6/19

5/ 8 
5/22

7/3

8/28 9/ 4 
9/11
9/18

（募集）7/30 ～8/8

10/23
10/30

11/ 6 
11/13

（募集）10/1 ～10/10

常設展……テーマ「富山県の誕生と県政の動き」

10/2
10:00～
　12:00

講　師／湯浅　純孝　氏 
テーマ／「鷹狩りに使われる鳥の生態」 

特別企画展……テーマ「越中の鷹狩り－近世を中心に－」　9/26 ～11/3
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